
現代音楽の魅力

小櫻 秀樹 （作曲)

演奏 平田 文 (ヴァイオリニスト)

司会 渕野 昌 （中部大学 理学教室 数学）

総合科目講義 2004年 6月 23日 於 三浦幸平メモリアルホール

以下の résumé は，小櫻と渕野の打ち合わせに基づいて
小櫻のコンセプトを渕野がまとめたものです

左は，講師の小櫻秀樹氏が

現在住んでいるスウェーデ

ンの首都，ストックホルム

の街並の写真です．

0) 講師の紹介
1) 平田 文氏による [1] の演奏．作品の作曲者 小櫻秀樹の自作に関す
るコメント

2) 平田 文氏による [2] の演奏．
3)現代音楽とは？— 西洋のクラシック音楽の延長線上で作られてい
る 20世紀以降の音楽作品

— “現代音楽”の始まりは？ [3], [4] の録音の抜粋の演奏．

— 現代バイオリン作品の特殊奏法とその記譜法．キーワード: ス
ル・ポンティチェロ，バルトーク・ピチカート，コル・レーニョ

etc.

— 平田氏による，小櫻の作品からの [1]いくつかの特殊奏法の実演．

4) 小櫻 秀樹のオーケストラ作品 [6] （部分）のテープ演奏．この作
品を例として，現代オーケストラ曲の記譜法について．



5) 電子音響技術の進歩がもたらす新なる可能性

— 電子音楽の歴史

— 初期の電子音楽の作品例 （[7], [8]）

— ライブ・エレクトロニクスの可能性 ([9], [10])

— 音響サンプル [11]とそのフィルタリングによるエフェクトの実演

6) 21世紀の “現代音楽” は？

講義で演奏／録音演奏（予定）の音楽作品

（* 印は抜粋のみの演奏）
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